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　２月１８日、球磨中学校（大田康雄校長）の３年生が、渡保育園・こが
ね保育園・神瀬保育園の村内３保育園で、家庭科の授業の一つとして「保
育」体験を行いました。
　渡保育園（上田博孝園長）では、１６名の生徒が訪問。上田園長が、園
での取り組みや園児にも大人気の不思議実験を行い、生徒は目を丸くして
実験を観察しました。また、園児との交流では、メディシンボールやジャ
ンケン汽車など園児と楽しくふれ合いました。最後に中学生手作りの人形
を園児に手渡し、抱っこや握手をしてお別れとなりました。

かわいい〜　たのしい〜　おもしろい！！
〜球磨中学校３学年　保育体験学習〜
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村
内
全
域
で
説
明
会
を
開
催

〜
村
内
全
域
に
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
〜

今年１０月のサー
ビス開始を目指す

　

球
磨
村
全
域
に
わ
た
り
、
各
家
庭
ま
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
高

速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
を
整
備
し
、
各
世
帯
で
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
の
み
な
ら
ず
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
提
供
、

学
校
や
公
民
館
な
ど
地
域
公
共
施
設
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
、
小

中
学
校
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
学
習
、
村
内
企
業
の
業
務
効
率
の
向

上
な
ど
、
様
々
な
通
信
に
活
用
で
き
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
の
技
術
を
利
用
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
は
、
ま
す
ま
す

便
利
に
な
り
、
都
市
並
の
便
利
な
生
活
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
内
容
や
整
備
内
容
、
利
用
申
し
込
み
方
法
等
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
、
一
月
二
十
四
、三
十
一
、二
月
七
日
の
計
三
回
、

村
内
行
政
区
ご
と
に
実
施
し
ま
し
た
。

◎�

球
磨
村
情
報
通
信
施
設　

事
業
が
は
じ
ま
り
ま
す

　

今
年
九
月
末
の
完
成
を
目
指
し

て
、
村
内
全
域
・
全
世
帯
に
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
敷
設
、
セ
ン
タ
ー
工
事
等

を
行
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
引
き

込
み
工
事
は
、
今
年
四
月
以
降
に
な

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◎�
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は

次
の
と
お
り
で
す

①�

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

で
き
ま
す
。（
有
料
）

②�

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
Ｂ
Ｓ
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
で
き
ま
す
。

（
有
料
）

　

今
後
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
活

用
し
て
福
祉
や
教
育
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
く
予
定
で
す
。

◎�

利
用
料
等
は
こ
う
な
り　

ま
し
た

【月額利用料】

区　　分 利用サービス 月額利用料（税込）

一般加入者
インターネット接続サービス 4 , 5 1 5 円

テレビジョン放送再送信サービス 　 　 　 　 　 3 1 5 円

事業所加入者
インターネット接続サービス 4 , 5 1 5 円

テレビジョン放送再送信サービス 　 　 　 　 　 3 1 5 円

【加入負担金】

区　　分 単　　位 負担金（税込）

一般加入者 １世帯 0 円

事業所加入者 １事業所 3 1 , 5 0 0 円

※�事業加入者がインターネット・テレビジョンのどちらも加入す
る場合であっても、加入負担金は、３１，５００円です。
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★
料
金
の
支
払
い
は

　

加
入
負
担
金
・
利
用
料
と
も
に

加
入
者
の
金
融
機
関
口
座
か
ら
口

座
振
替
に
よ
り
徴
収
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
口
座
振
込
依
頼
書
に

つ
い
て
は
、「
加
入
申
込
書
」
提
出

後
に
、
記
入
・
押
印
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
料
は
、
年
十
二
回
、
毎

月
末
ま
で
に
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
再

送
信
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
年

二
回
、
四
月
分
か
ら
九
月
分
ま
で

を
九
月
末
ま
で
に
、
十
月
分
か
ら

翌
年
三
月
分
ま
で
を
三
月
末
ま
で

に
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
利
用
料
も
一
年
分
を

前
納
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◎�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

・�

超
高
速
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

・�

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

「
世
帯
員
数
×
二
個
」
を
最
大

と
し
て
発
行
し
ま
す
。

・�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
容
量
と
し
て

一
〇
〇
Ｍ
Ｂ
を
割
り
当
て
ま

す
。

・�

充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整

え
ま
す
。

◎�

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
再
送

信
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

・�

球
磨
村
総
合
運
動
公
園
内
に
設

置
す
る
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
用

の
受
信
ア
ン
テ
ナ
及
び
Ｂ
Ｓ
デ
ジ

タ
ル
放
送
用
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ

ナ
に
よ
り
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
を

受
信
し
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
に
よ

り
再
送
信
し
ま
す
。

・�
村
内
全
域
・
全
世
帯
へ
再
送
信

す
る
た
め
、
平
成
二
十
三
年
七

月
二
十
四
日
の
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
へ
の
完
全
移
行
に
向
け

て
、
村
内
の
地
デ
ジ
難
視
聴
地

域
は
す
べ
て
解
消
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

・�

こ
れ
ま
で
テ
レ
ビ
共
聴
組
合
で

管
理
す
る
共
同
ア
ン
テ
ナ
で
テ

レ
ビ
を
視
聴
し
て
こ
ら
れ
た
世

帯
に
つ
い
て
も
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
で
視
聴
で
き
る
た
め
、

基
本
的
に
テ
レ
ビ
共
聴
組
合
に

よ
る
共
同
ア
ン
テ
ナ
は
不
要
に

な
り
ま
す
。

・�

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す

る
た
め
に
は
、
「
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
」
や
「
地

上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
接

続
し
た
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
」
、

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー

内
蔵
レ
コ
ー
ダ
ー
」
な
ど
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
（
Ｂ
Ｓ
デ
ジ

タ
ル
放
送
に
つ
い
て
も
チ
ュ
ー

ナ
ー
が
必
要
で
す
）

◎�

各
世
帯
へ
の
光
フ
ァ
イ

バ
ー
の
引
き
込
み

　

既
存
の
電
柱
を
経
由
し
て
、
村

内
全
域
・
全
世
帯
に
光
フ
ァ
イ

バ
ー
を
引
き
込
み
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
さ

れ
な
い
世
帯
に
お
い
て
も
、
将
来

的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た

め
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
引
き
込
み

工
事
を
行
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
場
合
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
住
宅

の
外
壁
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
住
宅
内
に
ケ
ー
ブ
ル
が
入
り

込
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
い
ず
れ
の
サ
ー
ビ
ス
も
利
用

さ
れ
な
い
世
帯
に
お
い
て
は
、
利

用
料
等
は
一
切
発
生
し
ま
せ
ん
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
引
き
込
み
工

事
、
変
換
器
（
村
か
ら
の
貸
与

品
）
の
設
置
工
事
、
変
換
器
か
ら

の
ケ
ー
ブ
ル
の
住
宅
内
へ
の
引
き

込
み
工
事
に
つ
い
て
は
、
村
が
工

事
を
行
い
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

　

球
磨
村
役
場　

総
務
企
画
課

　

企
画
広
報
係

　

☎
０
９
６
６
‐
３
２
‐
１
１
３
８

　

説明会において、出された主な質問と回答
質問．テレビ２台で視聴する場合はどうしたらよいか。今は、分配器を使っている。
回答．�そのまま使えます。今の配線を変えても構いません。ただし、その場合の費用は個人を負担し

て頂くことになります。

質問．インターネットの方は、将来使いたいが、今は必要ない。
回答．使用したいときに申し込んでください。

質問．現在契約しているブロバイダは、いつ頃解約したらいいか。
回答．サービス提供開始直前で構いません。

質問．ＢＳは、アンテナを購入して視聴している。
回答．今のままでも構いません。

質問．公民館の工事、またはテレビはどうなるか。
回答．村で工事は行います。テレビについは検討しています。

質問．現在、テレビ共聴組合が残っている。解散してからでもいいか。
回答．第１次締め切りを３月末としていますが、その後は、随時受け付けます。

質問．テレビが映らなかったり、光ファイバーの線が切れた場合の対応は。
回答．役場に連絡してください。村で修理等を行います。

いろんな意見が出されました
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平
成
二
十
一
年
十
二
月
八
日
に
、

享
年
八
三
歳
を
持
っ
て
死
去
さ
れ

ま
し
た
吉
田
八
治
さ
ん
に
、
旭
日

單
光
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

吉
田
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
七
年

五
月
、
温
情
あ
ふ
れ
る
人
柄
が
衆

望
を
担
っ
て
地
域
住
民
か
ら
推
さ

れ
、
球
磨
村
議
会
議
員
に
初
当
選
、

以
来
三
期
十
二
年
の
永
き
に
わ
た

り
職
務
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。
球

磨
村
議
会
在
職
の
間
は
、
教
育
厚

生
常
任
委
員
会
委
員
長
・
総
務
常

任
委
員
会
副
委
員
長
、
経
済
常
任

委
員
会
副
委
員
長
、
議
会
運
営
委

員
会
副
委
員
長
等
を
歴
任
し
、
本

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の

振
興
は
も
と
よ
り
民
生
安
定
、
住

民
福
祉
、
教
育
文
化
の
向
上
に
多

大
に
貢
献
さ
れ
、
平
成
六
年
に
勇

退
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
吉
田
さ
ん
は
地
元
老

人
会
の
渡
ニ
コ
ニ
コ
会
会
長
、
本

村
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協

会
を
設
立
、
初
代
会
長
と

し
て
、
活
力
と
個
性
あ
ふ

れ
る
地
域
づ
く
り
に
大
き

く
寄
与
さ
れ
た
功
績
は
多

大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

一
月
二
十
二
日
、
村
長

室
で
吉
田
八
治
さ
ん
の
妻

行
子
さ
ん
、
長
女
智
子
さ

ん
に
桺
詰
村
長
か
ら
旭
日

單
光
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。
妻
行
子
さ
ん
は
「
皆

様
に
支
え
ら
れ
て
き
た
お

陰
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

故　

吉
田
八
治
さ
ん
（
茶
屋
地
区
）
に

旭
日
單
光
章
授
与

　

二
月
四
日
、
熊
本
テ
ル
サ
で
第

五
十
回
「
熊
本
県
農
業
コ
ン
ク
ー

ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
本
村
の

球
磨
村
棚
田
保
存
会
（
栁
詰
数
安

会
長
）
が
、
環
境
部
門
に
お
い
て
、

優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
農
業
の

近
代
化
を
促
進
し
、
企
業
的
農
業

球
磨
村
棚
田
保
存
会
に
「
優
良
賞
」

熊
本
県
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
環
境
部
門
で
受
賞

　

一
月
十
六
日
に
発
生
し
た
渡
地
区
の
建
物
火
災
に
お
け
る
初

期
消
火
活
動
と
人
命
救
助
に
対
し
て
、
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合

が
村
内
在
住
の
三
名
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
の
は
、
白
坂
昭
美
さ
ん
（
橋
詰
地
区
）、

山
口
敬
之
助
さ
ん
（
山
口
地
区
）、井
口
益
見
さ
ん
（
立
野
地
区
）

の
三
名
で
す
。

　

白
坂
さ
ん
は
、
火
災
現
場
付
近
の
国
道
を
車
で
走
行
中
に
住

宅
火
災
を
発
見
、
現
場
に
駆
け
つ
け
、
通
り
か
か
っ
た
山
口
さ

ん
の
車
を
止
め
て
火
災
を
知
ら
せ
、
二
人
で
室
内
に
入
り
、
初

期
消
火
に
あ
た
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
家
主
さ
ん
を
発
見
し
、

居
間
ま
で
連
れ
て
い
き
、
消
火
栓
か
ら
ホ
ー
ス
を
引
き
消
火
作

業
を
行
ま
し
た
。
ま
た
、
井
口
さ
ん
は
、
家
主
さ
ん
の
友
人
で
、

心
配
し
て
室
内
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
居
間
に
い
た
家
主
さ
ん
を

発
見
し
て
、
外
に
連
れ
出
さ
れ
た
と
い
う
事
で
す
。
そ
の
時
、

室
内
は
火
の
粉
が
落
ち
、
煙
が
立
ち
込
め
て
非
常
に
危
な
い
状

態
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

三
人
に
は
、
同
組
合
の
原
一
幸
消
防
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

消火活動と人命救助で
村内の３名に感謝状

経
営
の
育
成
な
ど
、
本
県
農
業
の

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
熊

本
県
・
各
農
業
団
体
・
熊
本
日
日

新
聞
社
が
主
催
し
、
市
長
会
や
町

村
会
が
後
援
し
て
、
一
九
六
〇
年

度
に
始
ま
っ
た
歴
史
あ
る
大
会
で

あ
り
、
今
回
で
半
世
紀
（
五
十
回
）

の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

吉田さんのご遺族に叙勲を伝達しました

　　井口 益見さん　　　  山口 敬之助さん　 　　白坂 昭美さん

表彰を受けた棚田保存会の栁詰数安会長
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一
勝
地
温
泉
「
か

わ
せ
み
」
第
二
駐
車

場
近
く
に
、
本
村
初

の
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
が
、
二

月
六
日
に
オ
ー
プ
ン

し
、
記
念
大
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
は
、
村
民

の
健
康
増
進
と
「
か

わ
せ
み
」
の
集
客
に

つ
な
げ
よ
う
と
、
地

域
活
性
化
交
付
金
の

一
部
を
工
事
費
に
充

て
、
昨
年
九
月
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
芋
川
に
沿
っ

て
、
棚
田
状
に
三
段
の
八
ホ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

記
念
大
会
に
は
、
村
内
愛
好
者
約
百
五
十
人
が
参
加
し
て
行

わ
れ
、
桺
詰
恒
雄
村
長
は
「
こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
プ

レ
ー
を
し
、
隣
の
か
わ
せ
み
の
温
泉
で
汗
を
流
し
て
、
一
日
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
神
瀬
小
の
伊
高

美
優
さ
ん
と
第
二
小
の
井
本
恵
理

香
さ
ん
が
選
手
宣
誓
を
行
い
、
競

技
に
入
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
小
学
四
年
生
以
下
の

部
に
十
四
チ
ー
ム
、
小
学
五
・
六
年

生
の
部
に
十
二
チ
ー
ム
、
中
学
生

の
部
に
八
チ
ー
ム
、
高
校
・
一
般

の
部
に
十
一
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
各
部
門
と
も
、
ダ
ブ
ル
ス

と
し
、
二
一
点
の
一
セ
ッ
ト
方
式

で
予
選
リ
ン
ク
を
行
い
（
高
校
・

一
般
の
部
は
総
当
た
り
戦
）、
そ
の

後
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
競
技
し
ま

し
た
。

　

各
部
門
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

★
小
学
四
年
以
下
の
部

優
勝　

淋　
　

竜
也

　
　
　

馬
場　

楓　

（
第
一
小
）

二
位　

大
瀬　

未
来

　
　
　

福
山　

優
歌
（
神
瀬
小
）

三
位　

鵜
口　

尚
人

　
　
　

板
崎
龍
之
介
（
渡
小
）

三
位　

毎
床　

彰
啓

　
　
　

有
瀬　

磨
里
（
第
二
小
）

★
小
学
五
・
六
年
生
の
部

優
勝　

伊
高　

美
優

　
　
　

大
瀬　

葵　

（
神
瀬
小
）

二
位　

吐
合　

美
香

　
　
　

野
々
原
あ
り
な
（
第
一
小
）

三
位　

毎
床　

太
一

　
　
　

大
無
田
泰
雅
（
第
二
小
）

三
位　

大
瀬　

風
夏

　
　
　

鎌
畑　

美
咲
（
神
瀬
小
）

★
中
学
生
の
部

優
勝　

堤　

小
夕
里

　
　
　

高
沢
む
つ
み

二
位　

横
井　

佳
祐

　
　
　

馬
場　

龍
成

三
位　

内
布　

柚
葉

　
　
　

山
口　

亜
美

三
位　

犬
童　

結
香

　
　
　

伊
高　

綾
香

★
高
校
・
一
般
Ａ
ラ
ン
ク

優
勝　

友
尻
・
吐
合
ペ
ア

二
位　

岩
崎
・
渡
邉
ペ
ア

三
位　

村
山
・
舟
戸
ペ
ア

★
高
校
・
一
般
Ｂ
ラ
ン
ク

優
勝　

鵜
口
・
水
篠
ペ
ア

二
位　

谷
脇
・
椎
屋
ペ
ア

三
位　

中
園
・
野
々
原
ペ
ア

三
位　

筌
場
・
山
口
ペ
ア

　

二
月
十
四
日
、
球
磨
中
学
校
体
育
館
で
、
第
三
十
二
回
球
磨
村
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
、
村
内
小
中
学
生
及
び
高
校
一
般
の
約
九
十
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

シ
ャ
ト
ル
を
追
い　

放
つ
ス
マ
ッ
シ
ュ

〜
第
三
十
二
回
球
磨
村
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
〜

練習の成果を発揮してシャトルをおいました

人
権
擁
護
委
員
に　

　

田
頭 

三
代
重
さ
ん

　池下清一郎さんの後任とし
て、田頭三代重さん（友尻地区）
に法務大臣から委嘱発令がさ
れました。これから、村民の
皆様の相談に応じていただき
ます。
　お気軽にご相談いただきま
すようお知らせいたします。

一勝地温泉「かわせみ」に
グラウンドゴルフ場  オ ー プ ン 

青空のもと、記念大会が行われました
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四
月
か
ら
の
開
校
を
目
指

し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
一
勝

地
小
学
校
の
改
築
工
事
が
、

い
よ
い
よ
完
成
間
近
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

先
月
ま
で
、
新
校
舎
が
足

場
や
仮
囲
い
（
大
型
シ
ー

ト
）
で
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
月
に
入
り
、
足
場
や

シ
ー
ト
が
外
さ
れ
、
白
い
壁

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階

建
て
の
大
き
な
校
舎
が
、
顔

を
出
し
ま
し
た
。
今
月
中
に

は
、
校
舎
は
完
成
予
定
で
す

が
、
外
溝
工
事
な
ど
は
、
来

月
終
了
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
校
舎
の
解

体
は
四
月
に
入
っ
て
か
ら
の

予
定
で
、
付
近
住
民
の
方
に

は
、
大
変
ご
迷
惑
お
か
け

い
た
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 も

う
す
ぐ
完
成

　
　
　
　

着
々
と
進
む

一
勝
地
小
学
校
改
築
工
事

１階のランチルーム 児童の学校への入り口になる玄関

　

二
月
十
日
、
神
瀬
小
学
校
と
石

の
交
流
館
「
や
ま
な
み
」
で
ス
ク
ー

ル
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、“
平
成

二
十
一
年
度
「
文
化
芸
術
に
よ
る

創
造
の
ま
ち
」
支
援
事
業
”
の
一

環
と
し
て
、
平
成
音
楽
大
学
と
村

内
小
中
学
校
及
び
一
般
住
民
と
の

音
楽
を
通
じ
た
交
流
に
よ
り
、
地

域
音
楽
文
化
の
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
瀬
小
学
校
で
は
、
平
成
音
楽

大
学
か
ら
二
名
の
講
師
が
訪
れ
、

児
童
と
一
緒
に
手
話
を
交
え
な
が

ら
歌
っ
た
り
し
て
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
や
ま

な
み
」
で
は
、
球
磨
中
学
校
の

生
徒
と
保
護
者
、
一
般
住
民
の
約

百
五
十
名
が
参
加
し
て
、
平
成
音

楽
大
学
と
熊
本
オ
ペ
ラ
芸
術
協
会

会
員
に
よ
る
美
し
い
歌
声
や
オ
ペ

ラ
「
お
て
も
の
バ
ッ
テ
ン
嫁
入
り
」

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

生オペラを聴き、一緒に歌いました

生
の
オ
ペ
ラ
を
鑑
賞

　

神
瀬
小
学
校
・
球
磨
中
学
校

　
　
　
　
　

ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　

二
月
六
日
、
総
合
運

動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
第
二
分
会
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
、
二
分
会
区

域
の
住
民
約
八
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
村
主
催

の
村
民
体
育
祭
が
行
わ

れ
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
計
画
さ
れ
ま

し
た
。

　

競
技
は
、
初
め
て
す

る
人
、
小
学
生
な
ど
も

お
り
、
珍
プ
レ
ー
あ
り
、
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
あ
り
の
終
始
に
こ
や
か
な
雰

囲
気
の
な
か
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

優
勝　

境
目
ナ
ツ
エ

二
位　

椎
屋　

孝
行

三
位　

鳥
飼　

千
歳

四
位　

境
目　

春
男

五
位　

鵜
口　

和
一

六
位　

水
篠　

一

七
位　

舟
戸
ミ
ユ
キ

八
位　

西　
　

テ
イ

九
位　

山
口　

敏
章

十
位　

山
口　

極

初めての試み　愉快に楽しくプレー
体育協会第２分会　グラウンドゴルフ大会

にこやかに楽しくプレーしました
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平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
六

日
、
こ
が
ね
保
育
園
（
中
井
久

美
園
長
）
で
新
園
舎
の
上
棟
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
が
ね
保
育
園
は
、
昭
和

十
八
年
に
開
園
し
、
昭
和

五
十
五
年
に
改
築
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
築
三
十
年
が
経

過
し
、園
舎
の
老
朽
化
が
進
み
、

改
築
整
備
が
必
要
と
な
っ
た
た

め
、
建
て
替
え
工
事
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

同
園
は
、
来
年
度
に
創
立
八
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

上
棟
式
に
は
、
川
口
貞
則
副

村
長
、
地
元
村
議
会
議
員
、
設

計
監
理
の
本
田
建
築
設
計
事
務

所
、
施
工
の
光
進
建
設
株
式
会

社
、
同
園
理
事
、
保
護
者
な
ど

約
四
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

同
園
の
中
井
就
公
理

事
長
は
、「
施
工
業
者
の

方
々
の
お
陰
で
、
工
事
も

順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

新
園
舎
は
、
木
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
わ
れ
て
お
り
、

優
し
い
造
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。
完
成
が
待
ち

遠
し
い
で
す
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

新
園
舎
は
、
県
産
材

を
使
用
し
た
木
造
二
階

建
て
で
、
延
べ
床
面
積

は
、
四
九
九
平
方
㍍
と

な
っ
て
い
ま
す
。
来
月

上
旬
に
竣
工
予
定
で
す
。

多くの関係者が参加して上棟式が行われました

　

渡
保
育
園
（
上
田
博
孝
園
長
）
で
は
、
平
成
十
三

年
十
一
月
に
絵
本
館
を
建
設
し
、
毎
年
十
一
月
に
絵

本
館
ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
年

度
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
り
延
期
。
一
月
二
十
五
日

か
ら
三
十
日
ま
で
の
期
間
で
行
い
ま
し
た
。
今
回
は

宮
西
達
也
さ
ん
の
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
シ
リ
ー
ズ
の

絵
本
か
ら
「
や
さ
し
い
心
」
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
リ
ン
ゴ
の
木
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
や
牛
乳
パ
ッ
ク
約
六
百
個
を
使
っ
た

巨
大
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
製
作
、
恐
竜
の
お
面
製
作

な
ど
を
行
い
、
最
終
日
に
は
保
護
者
も
参
加
し
て
、

影
絵
や
園
児
に
よ
る
発
表
や
園
舎
に
設
け
ら
れ
た
ぬ

り
絵
、
折
り
紙
、
プ
ラ
板
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
楽
し
み

や
さ
し
い
こ
こ
ろ
を
考
え
よ
う

第
八
回　

絵
本
館
ま
つ
り

〜　

渡
保
育
園　

〜

　２月９日、神瀬保育園（岩崎哲朗園
長）で、交通安全教室が行われました。
　まずは、園舎で一勝地駐在所の三井
さんの講話やビデオによる講習を受け
ました。その後、三井さんの指導で、
園庭に準備した横断歩道を正しく渡る
練習をしました。
　中には、初めて横断歩道の渡り方を
習う園児もおり、熱心に何回も何回も
練習していました。

手をあげて  みぎ・ひだり
〜神瀬保育園交通安全教室〜

横断歩道の渡り方を習いました
ま
し
た
。
ま
た
保
護
者
に
は
、
園
児
か
ら
肩
も
み
券

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
は
、

わ
ん
ぱ
く
農
園
で
収
穫
し
た
野
菜
を
つ
か
っ
た
「
や

さ
し
い
こ
こ
ろ
汁
」
や
「
ふ
ろ
ふ
き
大
根
」
を
食

し
ま
し
た
。
最
後
に
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
か
ら
ク
ッ

キ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

小さなティラノサウルスも参加しました

待
ち
遠
し
い　

新
園
舎

こ
が
ね
保
育
園
の
上
棟
式
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平成20年度から始まった「特
とくてい

定健
けんしん

診」ってお得なの？
★特

とくてい

定健
けんしん

診の現状はどうなっているの？
平成２０年度から新しい健診制度である特定健診がスタートしました。
４０〜７５歳未満を対象に、加入している医療保険者により年 1回実施されます。
　（球磨村の国民健康保険の方は、球磨村で実施）

私と一緒に探ってみましょう。
保健師より

表１　　受ける方がとても減ってるのねー。一方で、健診を受けていない方から、

大きな病気が出ている現状もあるんですって。

この特定健診は「治療中の方」も、病気のコントロールができているかどうか

自分で知るために、受けていただくことになってるのね。

表１　球磨村の特定健診受診者数

年度 対象者数（名） 受診者数（名） 受診率（％） 目標受診率（％）

H19年度 ＊＊＊＊＊ ９１５ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

H20年度 ９９９ ３３７ ３３．７ ４５

H21年度（予測） １０６３ ４５５ ４２．８ ５０

表２　行政区ごとの受診率

国保以外の方も含みます

表２

行政区ごとの受診

率をみると、とっ

ても差があること

が分かるわねー。

あなたの地区はい

かがですか？

行政区 受診率
1 内布 ３５％
2 山口　　・地下　　・今村 ３５％
3 峯　　　・島田　 ３７％
4 水篠　　・糸原　　・立野　　・境目　　・大槻 ２８％
5 小川　　・舟戸　　・茶屋　　・椎屋 ４７％
6 岡　　　・浦野　　・板﨑　　・中園　　・田頭　・馬場 ４３％
7 蔵谷　　・坂口　　・高沢　　・横井　　・沢見 ２６％
8 友尻　　・宮園　　・橋詰 ４４％
9 野々原　・中屋　　・中津　　・黄檗　　・吐合　・日隠 ３２％

10 中渡　　・岳本　　・黒白 ４１％
11 柳詰　　・松舟　　・田代 ４０％
12 池下　　・淋　　　・向淋　　・大坂間　・告　　・松本　・小谷 ２９％
13 大無田　・大久保　・鵜口　　・千津 ４７％
14 松谷　　・那良　　・那良口　 ４３％
15 毎床　　・俣口　　・茂田　　・遠原 ５１％
16 蔀　　　・和田　　・堤岩戸　・神一区　・神二区 ３７％
17 木屋角　・上原　　・松野 ４３％
18 四蔵　　・永椎　　・日当　　・大岩 ４６％
19 箙瀬　　・伊高瀬　・上蔀　　・多武除　・楮木 ５０％
20 川島　 １６％
21 大瀬 ４５％
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表３　平成２１年度　特定健診受診者の状況（異常値の割合％）

摂取エネルギー過剰 動脈硬化要因（血管を傷つける） 臓器障害

腹囲 中性
脂肪 GPT HDL 血糖 HbA1C 尿酸 収縮

期血圧
拡張
期血圧 LDL 尿蛋白 クレア

チニン

男 46.1 21.2 26.7 9.7 53.0 70.5 24.4 60.8 30.9 39.2 5.5 1.4

女 24.5 13.0 5.6 3.9 40.7 73.6 2.2 57.1 28.1 52.4 1.7 0.4

＊受けられた方のうち４６％の方は受診中

　★特
とくてい

定健
けんしん

診では何を調べるの？
体の大きさ　　　　　 身長・体重・BMI

動脈硬
化の危
険因子

内臓脂肪の蓄積 腹囲・中性脂肪・HDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ・GOT・GPT・γGTP

内皮障害 尿酸・血圧

血液のかたまり易さ ﾍﾏﾄｸﾘｯﾄ・血色素

ｲﾝｽﾘﾝ抵抗性 血糖・ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ A1C・尿糖

その他の動脈硬化危険因子 総ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ・LDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ

血管

変化

心臓 ＊心電図

脳 ＊眼底検査　　＊は医師の指示のある方のみ

腎臓 血清ｸﾚｱﾁﾆﾝ・尿たんぱく

　★特
とくてい

定健
けんしん

診の料金はいくらなの？
　　　７，５００円かかる健診ですが、皆様の負担金は１，０００円となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　★特
とくてい

定健
けんしん

診の申し込み方法は？
　　　３月末に健康診断調査票が各家庭に届きます。

　　　その「特定健診」の項目の「受ける」に○をつけていただけばOKです。

表３　　わー。異常値の方って、こんなに多いのね。

知らず知らずのうちに、血管を傷つけているんだわー。でも・・・、自分の検

査結果が良いのか悪いのか、健診を受けてみないとわからないわよねー。

それに、異常値があっても生活習慣改善をすることで、良くなるらしいわよ。

やっぱり特定健診お得だわ！

あなたとあなたの家族のために、40 〜 74 歳の国保の方は、

球磨村の特定健診をお受け下さいね。

　★ご不明な点は・・
　　　球磨村役場健康衛生課　０９６６−３２−１１３９

が
ん
健
診
も
受
け
ま

し
ょ
う
ね
。
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空気が乾燥しています　火の取り扱いには十分に注意しましょう！
　毎年、空気が乾燥しているこの時期に多数の林野火災が発生しています。熊本県においても２〜３月期
には、多数の林野火災が発生しており、防災消防ヘリによる空中消火を要する事案も複数発生しています。
このようなことから、山火事予防意識の啓発を図るとともに、予防対策を強化し、森林の保全と地域の安全
に資することを目的に「春季全国火災予防運動」に併せて「全国山火事予防運動」を実施します。

◎ 実施運動：春季全国火災予防運動及び全国山火事予防運動
◎ 運動期間：平成２２年３月１日（月）〜７日（日）
◎ 防火標語：「消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子」（全国火災予防運動）
　　　　　    「消さないで　小さな命の　帰る場所」　 　　（山火事予防運動）

【住宅用火災警報器の設置はもうお済ですか？】
　住宅火災により５年連続して全国で１０００人を超える方々が亡くなっています。
　住宅用火災警報器の設置こそが住宅火災による死者を減らす「切り札」だと考えられています。
　平成２３年６月までには全住宅に設置が完了しなければなりません。
　

（問い合わせ先）人吉下球磨消防組合　西分署　☎０９６６−３２−０１１９
　　　　　　　　球磨村役場　総務企画課　　　☎０９６６−３２−１１１１

ごみを燃やしてはいけません
ごみを焼却することは法律により禁止されています。違反すると、
5年以下の懲役若しくは１，０００万円以下の罰金またはその併科となります。
ごみは、適正に処理していただきますようお願いします。

（問い合わせ先）球磨村役場　健康衛生課　☎０９６６−３２−１１３９

集落調査を行っていますので、ご協力ください。
　球磨村では、「熊本県ふるさと雇用再生特別基金事業」を活用し、球磨村棚田保存会と委託契約を行い、
職員を２名雇用していただき、次の事業を行っています。
　①「農林産物集荷支援事業」
　�　車を持たない高齢農家や女性農家等の収入増につなげるため、家庭で消費しきれない分の農林産物や加

工品等を集荷し、村内の物産館や加工グループへの出荷のお手伝いをいたします。
　②「棚田等調査事業」
　�　村内の棚田等を地域資源として保全・活用するため、棚田や周辺の水路、神社、地域の名人などを調査し、

観光客等向けの「棚田周遊マップ」を作ります。
【調査の内容】
　�　球磨村棚田保存会職員２名が、各集落に出向き、区長さんを

はじめ、班長さんや農家の方々に簡単な聞き取りを行います。
　　調査の内容については下記のとおりです。　　　　　　　
　① どのような農林産物が採れるのか
　② どのような農林産物加工品が造られているのか
　③ どのような鳥獣による被害があるのか
　④ 地元の棚田や水路などの調査
　⑤ 地域資源（山の神さんや庚申さんなど）の調査など　　　　
　⑥ その他      　
　※　調査員は、調査員証明書を携帯しています。地域にお邪魔した際には、ご協力よろしくお願いします。

（問い合わせ先）　球磨村棚田保存会事務局（球磨村産業振興課内）　☎０９６６−３２−１１１５

 【球磨村棚田保存会職員の２名】

立野満義さん　　　松谷秀司さん
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戸別所得補償モデル対策が 4 月からスタートします

（問い合わせ先）球磨村役場　産業振興課　農業係　☎ 0966 - 3 2 - 1 1 1 5

　自給率向上のポイントとなる麦・大豆・米粉用米・飼料用米などについて、シンプルで分かりやすい
助成体系の下に生産拡大を促す対策と、水田農業の経営安定を図るために、恒常的に赤字に陥っている
米に対して補てんする対策をセットで行います。

米のモデル事業 （米個別所得補償
モデル事業）

　自給率向上のための環境整備を図るために、米の
生産数量目標に従って生産する農家・集落営農の皆
さんに対して、主食用米の作付面積10アール当た
り1万5千円を定額交付します。
　米の価格が下落した場合には、追加の補てんも行
います。

　交付単価（全国一律）

　交付対象者
　「生産数量目標」の範囲内で主食用米の生産を行っ
た販売農家・集落営農のうち、水稲共済加入者又は
21年度の出荷・販売の実績のある方

　交付対象面積
　主食用米の作付面積から、自家飯米・縁故米用に供
される分として一律10アールを差し引いいた面積

※�調整水田などの不作付地を有している場合は、不作付
地となっている水田の地番・面積・改善計画などを市
町村に提出し認定を受ける必要があります。
※�水田経営所得安定対策にお
ける収入減少影響緩和対策
（ナラシ）に加入している
場合は、米のモデル事業に
おける変動部分の交付金額
を控除してナラシの補てん
額を算定します。

自給率向上事業 （水田利活用自給力向上事業）

　自給率向上のために水田で麦・大豆・米粉用米・飼
料用米などを生産する販売農家・集落営農の皆さんに、
主食用米と同等の所得を確保できる水準の支援を行い
ます。

　交付単価（全国一律）

作　物 単価
（10アール当たり）

麦、大豆、飼料作物 3.5 万円

新規需要米（米粉用・飼料用・バイ
オ燃料用米、WCS 用稲） 8.0 万円

そば、なたね、加工用米 2.0 万円

その他作物
（都道府県単位で単価を設定します） 1.0 万円

二毛作助成
（主食用米と戦略作物又は戦略作物同
士の組み合わせ）

1.5 万円

水田経営所得安定対策の単価（全国平均） 　小麦（田）4.0 万円
大豆（田）2.7 万円

※戦略作物：�麦、大豆、飼料作物、米粉用・飼料用・バイオ
燃料用米、WCS 用稲、そば、なたね、加工用米

定額部分
（10 アール当たり）

1.5 万円
（恒常的なコスト割れ相当分の助成）

変動部分
（10 アール当たり）

22 年度の販売価格が、過去 3 年の販
売価格を下回った場合にその差額を基
に算定

自給率向上のための新しい農政に参加しましょう

加入申し込み・支払時期

　これまで取り組んできた団
地化・集団化など、地域での
生産体制を維持するために、
交付単価がこれまでの対策に
比べて減少する地域において
交付額の調整を行います。

　交付金を受け取るためには、加入申
込書、交付申請書などの提出が必要に
なります。交付金は、国から農業者が
指定した口座に直接支払います。

申し込み 4月〜6月

支払い 12月〜3月

①�個別経営よりも、効率的な経営が
行えるので、農家1戸当たりの所
得が大幅に増大します。
②�集落営農で水稲共済に加入すれば、
水稲作付面積が 10アール程度の
農家も交付金が受け取れます。

激変緩和措置

 集落営農で加入することのメリット
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球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www7.ocn.ne.jp/~watarih/
Email　watari@mocha.ocn.ne.jp

＊ブログもやってま〜す。携帯からもみられますよ！

　� 　�≪3月「陽だまり」行事予定≫
　３日(水)陽だまりサロン
　４日(木)5才児健診
　６日(土)あおむし応援団　
　　　「ありがとう・よろしく会」
　９日(火)陽だまりサロン 
１３日(土)りんごの木サークル 
１８日(木)陽だまりサロン・ママ誕生会
　　　　  ３〜４,８〜９カ月健診

《
交
通
安
全
教
室
》神

瀬
保
育
園

　

赤
：
「
危
な
い
の
で
渡
り
ま
せ
ん
」

　

黄
：
「
次
の
青
に
な
る
ま
で
待
ち
ま
す
。
渡
っ

て
い
る
と
き
は
急
い
で
渡
り
ま
す
。」

　

青
：
「
右
、
左
、
も
う
一
度
右
を
見
て
車
に
気

を
つ
け
な
が
ら
渡
り
ま
す
。」

　

二
月
九
日
に
、
一
勝
地
駐
在
所
の
三
井
さ
ん
と

村
交
通
指
導
員
の
三
名
の
方
に
来
て
頂
い
て
、「
交

通
安
全
教
室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
「
ハ
ム
太
郎
の
交
通
ル
ー
ル
」
の
ビ
デ

オ
を
見
て
交
通
ル
ー
ル
の
お
勉
強
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
園
庭
に
信
号
機
を
設
置
し
て
頂
き
、
子

ど
も
た
ち
も
緊
張
し
な
が
ら
、
車
道
、
歩
道
と
区

別
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
歩
き
ま
す
。
乳
母
車
の
保
育

士
と
、
押
し
車
の
お
ま
わ
り
さ
ん
も
自
由
に
動
き

迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　

就
学
児
は
も
う
す
ぐ
一
年
生
と
い
う
こ
と
で
張

り
切
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
一
人
で
歩
き
な
が

ら
、
障
害
物
を
避
け
る
と
き
「
車
が
来
た
か
ら
危

な
い
！
」
な
ど
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
ま
わ
り
さ
ん
か

ら
誉
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
今
の
お
年
寄
り
は
、
小
さ
い
と
き
に
道
路
の

渡
り
方
を
勉
強
し
と
ら
ん
け
ん
、
道
路
の
中
央
で

事
故
に
遭
う
人
の
多
か
。
最
初
は
右
ば
見
な
が
ら

渡
っ
て
、
半
分
か
ら
先
は
左
の
方
ば
見
な
が
ら
渡

ら
ん
ば
ん
と
！
」
と
教
え
て
貰
い
ま
し
た
。

　

交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
り
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す

　 　

い
よ
い
よ
保
育
園
生
活
最
後
の
月
と
な
っ
た

年
長
児
さ
ん
。
明
る
く
元
気
に
礼
儀
正
し
さ
も

身
に
つ
け
た
年
長
児
さ
ん
。
こ
ん
な
に
立
派
に

成
長
し
た
陰
に
は
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
他
に

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
存
在
が
あ

り
ま
す
。

　

朝
夕
の
送
迎
を
し
て
い
た
だ
い
た
お
じ
い
ち
ゃ

ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
ぽ
っ
ぽ
階
段
の
四
季
折
々

の
花
を
見
な
が
ら
、
畑
の
中
を
走
る
汽
車
に
手

を
振
っ
て
あ
が
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
で

し
ょ
う
。
時
に
は
笑
顔
の
登
園
で
は
な
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
い
つ
も
優
し
く
こ
と
ば
掛
け
を
し
な
が
ら
連

れ
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
あ
た
た
か
い
ま
な
ざ
し
に
見
守
ら
れ
こ
ん

な
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
わ
ん
ぱ
く
の
う
え
ん
の
野
菜
の
植
え

付
け
の
時
期
や
成
長
の
具
合
を
見
な
が
ら
、
細

か
い
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
て
い
た
だ
き
、
私
た
ち

職
員
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵

袋
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
お

元
気
で
、
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

《
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

 

あ
り
が
と
う
！
》

渡
保
育
園

今月の陽だまり活動

「子育て支援センター　陽だまり」は、月〜金の 9:00 〜 16:00、土曜日は８:00 〜 13:00 まで開放しています。
（祭日はお休みです）陽だまりサロンも月に３〜４回やっています。下記の日程をごらんになり、親子でそしてマタニティさんもどう
ぞお気軽においでください。お待ちしています。

≪りんごの木サークルおすすめ絵本≫

＊今月の一句＊
〜球磨弁で　言葉覚えて　しゃべりだす〜

≪りんごの木サークル新年会≫
「ちびっこちびおに」 

偕成社
　作：あまんきみこ　絵：若山憲
　帽子でつのをかくし、
洋服を着て人間の子ども
になりすました小おに
は、町へやってきて、幼
稚園へまよいこんでしま
いました・・・

21 年度の新年会と絵本館まつりの様
子です。

あかちゃんこんにちは！
はじめまして、よろしく。

５
才
児
健
診

３～４、８～９カ月健診

ティラノサウルスがやってきた！
渡保育園「絵本館まつり」

ティラノサ
ウルス登場 先生たちによる

幻想的な影絵

み ん な で 作 っ た
ティラノサウルス
と一緒に。

陽だまりサロン・ママ誕生会

あおむし応援団「ありがとう・よろしく会」
＊日時：３月６日（土）９：３０〜　＊場所：渡保育園２Ｆホール

— 今回もにぎやかなママ誕でした。— 
豆まきもしたよ！ 鬼さんランチ
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社 会 福 祉 協 議 会

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
御
遺
族
の
方
々
か

ら
香
典
返
し
と
し
て
御
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
様
の
お
気
持
ち
を
大
切
に
役
立

て
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　

 
（
一
月
分
）

○
板
崎　
　

建　

様
（
故　

藏
谷
ケ
サ
ノ
）

○
内
布　

マ
サ
子
様
（
故　

チ
ト
セ
）

○
宮
原　

シ
ヅ
子
様
（
故　

正　

勝
）

○
藏
谷　

忠　

德
様
（
故　

ミ
ド
リ
）

【
篤
志
家
よ
り
】

◎ 

社
会
福
祉
事
業
へ

　
　

第
三
回
球
磨
村

　
　
　

新
春
の
集
い
代
表
者　

様

寄
せ
ら
れ
た
善
意

香典返し

訪問入浴サービスをご存知ですか
　球磨村社会福祉協議会では、訪問入浴サービスも行なってい
ます。
　看護職員１名･介護職員２名の３名１組のス
タッフが、浴槽を積んだ移動入浴車（温泉水）
でご自宅へ訪問し、お部屋で入浴の介助を行な
います。
　温泉効果で血液の流れを良くし、褥

じょく

瘡
そう

（床ずれ）予防や皮膚
を清潔にすることで感染症予防にもなります。

《 訪問入浴の流れ 》

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

今
年
も
球
磨
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
で
は
、
二
月
二
十
八
日
〔
日
〕

に
開
催
さ
れ
ま
す
、
第
五
回
球
磨
村
文

化
祭
＆
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

今
年
も
参
加
し
ま
す
。

　

一
年
間
の
活
動
写
真
等
を
展
示
し
ま

す
。
昨
年
の
昼
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
だ

ご
汁
）
で
は
多
く
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
今
年
は
、
だ

ご
汁
に
加
え
て
お
に
ぎ
り
を
準
備
し
ま

す
。
お
昼
は
、
ボ
ラ
連
コ
ー
ナ
ー
で
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

訪　問 バイタルチェック 脱　衣

終　了 着　衣

洗　髪

入　浴バイタルチェック

テーマ　ひな祭り
　ひな祭りについてどのくらいご存じですか？
　いろいろ言われていますが、ひとつに厄除けと不浄を取り
除く目的と日本古来の祓

はら

えが習合して始まったものだそうで
す。元々は平安時代に紙人形などに穢

けが

れを移して船に乗せ川
に流す風習だったそうです。
　みなさんで、健康で幸せな日々が末長く続くことを願って
お祝いをしてみてはいかがでしょうか。
　そこで、お祝の席にパーティー寿司はいかがですか。

＜パーティー寿司の材料＞
米・・・・・3 合　　卵・・・・・3 個　　人参・・50 ｇ
干し椎茸・・3 枚　　高野豆腐・・1 枚　　　　　　　
（Ａ）酢・・1/3ｶｯﾌﾟ　　　　　
　　　砂糖・・・大さじ1.5〜大2　　塩・・・小1.5
（Ｂ）砂糖・・・大2　　　　　　 　 醤油・・大1
　　　生ハム・・適量　　　   　　  胡瓜・・1本

【作り方】

①（Ａ）を合わせてすし酢を作る。

②炊き上がったご飯と①を混ぜ合わせ味を調える。

③�干しシイタケは戻し粗みじん切り、人参・ごぼう

は同じ位の大きさに切る。高野豆腐は戻して同じ

位の大きさに切って、椎茸の戻し汁と（Ｂ）であ

じを調え煮る。

④③と④を混ぜ合わせる。

⑤�卵は砂糖大さじ 1 と塩少々加え薄

焼卵を作り細く切るかまたはいり

卵を作る。

⑥�胡瓜は薄く輪きりにして塩を振ってしんなりさ

せておく。

⑦�ケーキ型等にラップを敷いて④を半分詰め、卵を

敷きつめその上に残りの④を敷きつめる。

⑧�⑦を軽く押して型からはずし、その上に胡瓜や卵

でデコレーションをする。生ハムは丸めバラを見

立てて飾る。

＜豆知識＞
その 1. 桃の花を添えるのは、
　　�桃には邪気を祓う力があって、不老長寿を与える植物とさ

れ百歳まで長生きができると言う意味があるそうです。桃
花酒を飲むところもあります。

その 2. 蛤について
　　�栗の形に似ていることから、浜辺の栗→“はまぐり”と名

づけられたという説があります。蛤には他の貝とは絶対に
合わないことから一夫一婦の願を込めてお祝いの膳にお吸
い物として添えられています。
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青年団活動の記録

（Blue Halcyon Times）

〜きっとあなたは☆青年団☆というファンタジーな世界のとりこになるはず！〜

青年団の活動に参加してみませんか？暇なときに「参加してみようかな〜。」
という感じで大丈夫です！！他の市町村の方でも誰でも参加できます。
ちょっとでも興味持たれた方、ぜひどうぞ！手軽にホームページからＯＫです

　　　　（パソコン）http://k-ypa. net/　　（携帯電話）http:/ /k- ypa.net/i/

町村対抗青年団駅伝大会
　１月３１日にあさぎり町役場東庁舎周辺にて、第４０回球磨郡町
村対抗青年団駅伝が開催されました。今回は、全８区間（１８．1 ｋｍ）
を１６チーム（７町村団、オープン参加９チーム）で競われました。
球磨村は３区から１位の順位をおとすことなく、見事１位でゴール
しました！全員で１本のたすきを繋ぐことができ、今回でより一層
団結力が深まったと思います。来年の目標は連覇です（＾−＾）/

優勝　球磨村青年団　　　1:04’55”
２位　湯前町青年団　　　1:10’52”
３位　あさぎり町青年団　1:13’44”
４位　多良木町青年団　　1:15’19”
５位　相良村青年団Ａ　　1:15’58”
６位　錦町青年団　　　　1:16’23”
７位　山江村青年団　　　1:18’31”

１区　2.14㎞　犬童　貴志
２区　1.13㎞　原　　麻美
３区　2.45㎞　犬童翔一郎（区間賞）
４区　2.80㎞　小川　拓郎（区間賞）
５区　1.13㎞　中園　茜
６区　3.20㎞　那良　昌宏
７区　2.45㎞　槻木　正剛
８区　2.80㎞　岩戸　龍也

球
磨
村
青
年
団
走
者

県道遠原渡線
時間通行止めについて

　住民の皆さまにはご迷惑をお掛けしますが、
ご協力をお願いいたします。

【規制期間】平成２２年３月１日〜２６日
【規制場所】球磨村大字三ヶ浦字那良及び俣口地内
【規制内容】時間通行止め

※通行止めの時間　９：００〜１０：００
　　　　　　　　１０：１５〜１２：００
　　　　　　　　１３：００〜１５：００
　　　　　　　　１５：１５〜１７：００

（お問い合わせ先）
　球磨村役場　建設課　☎３２−１１１６

くまむらのひなまつりを開催します！

　毎年、３月３日に開催している、「くまむらのひ
なまつり」を今年も開催します。特別出演に平成
音楽大学の金管アンサンブルによるコンサートを
予定しています。
　入場無料ですので、ぜひお越しください。

○期日：平成２２年３月３日（水）　午後１時開演
○場所：石の交流館「やまなみ」
○内容：平成音楽大学による金管アンサンブル

（問い合わせ先）
球磨村役場　産業振興課　商工観光係
☎ 0966-32-1114

優勝
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　　　　　　　　　　　　　　　3　月 の 行 事 予 定 　 　（ 変更になる場合もあります ）

日 月 火 水 木 金 土

1 2
◆選挙管理委員会

3
◆くまむらの　　
　ひなまつり

4 5
◆定例町村長会議

6
◆第二小学校閉校式

7
◆神瀬小学校閉校式

8 9 10
◆交通指導員会議
◆区長文書

11
◆区長会

12 13

14
◆球磨中学校卒業式

15 16
◆�球泉洞トンネル
開通式

17 18 19 20

21春分の日

◆行政相談

22 振替休日 23 24 
◆村内小学校卒業式

25
◆農業委員会定例会
◆区長文書

26
◆�村議選立候補　
予定者説明会

27 

28 29 30 31

みんなの
広　場

肥
後
狂
句

※［ 改セ ］ ；生活改善センター 、 ［ 渡多 ］ ；渡多目的集会施設 、 ［ 神多 ］ ；神瀬多目的集会施設 、 ［ やまなみ ］ 
［ 第一小 ］ ；一勝地第一小学校 、 ［ 第二小 ］ ；一勝地第二小学校 、 ［ 運公 ］ ；総合運動公園 、 ［ 球中 ］ ；球磨中学校 

；石の交流館「やまなみ」

こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の

ペ
ー
ジ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
柳
、
俳
句
、
短
歌
な
ど
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作　

冨
永
山や

ま
し
ゃ
く
や
く

芍
薬

並
木
道　

足
腰
鍛
え
ら
す
夫
婦

あ
れ
が
病
気　

パ
チ
ン
コ
し
よ
る
松
葉
杖

見
つ
か
っ
て　

逃
げ
込
う
だ
つ
が
サ
ツ
だ
っ
た

作　

鳥 

飼 

竜り
ん 

胆ど
う

の
さ
ん
ね
ぇ　

む
ぞ
か
り
過
ぎ
て
枯
る
る
鉢

憎
い
ね
ぇ　

癒
し
上
手
な
お
人
ば
い

あ
ら
御
免　

お
宅
の
荷
物
で
し
た
っ
か作　

日 

當 

山 

岳

昔
は
昔　

爺
ち
ゃ
ん
頭
切
り
替
え
て

の
さ
ん
ね
ぇ　

何
処
ェ
行
っ
て
も
も
つ
る
僕

僕
の
人
生　

ド
ラ
フ
ト
制
で
狂
う
た
つ

（
肥
後
狂
句
講
座
集
よ
り
抜
粋
）

あ
た
し
を
お
打
ち　

茶
碗
が
何
を
し
ま
し
た
か

女
下
駄　

な
る
ほ
ど
蛆
の
湧
か
ん
筈

手
の
早
さ　

見
合
い
か
ら
な
ら
月
の
合
う
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後

集

編

記

氏　

名

年
齢

地　

区

中
村　

洋
子

61
才

糸　

原

宮
原　

正
勝

90
才

小　

川

藏
谷　

ミ
ド
リ

89
才

蔵　

谷

藏
谷　

ケ
サ
ノ

92
才

板　

崎

今
村　

キ
ヨ
子

85
才

島　

田

富
士
岡　

時
吉

81
才

小　

川

1月届出分
（敬称略）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

2月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1 , 6 4 2  △ 4 △1 3

人　口（人） 4 , 6 2 3  △ 1 6 △8 9

男　（人） 2 ,19 5  △ 4 △2 9

女　（人） 2 , 4 2 8  △ 1 2 △6 0

　

春
の
気
配
を
感
じ
な
が
ら
、
過
ご

し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
、
皆
さ
ん
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

い
た
る
と
こ
ろ
で
、
う
め
の
花
が

咲
き
、
メ
ジ
ロ
や
ウ
グ
イ
ス
の
さ
え

ず
り
を
き
く
と
春
な
ん
だ
な
ぁ
と

思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
猛
威

も
収
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

時
期
は
、
花
粉
症
で
ツ
ラ
イ
思
い
さ

れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。

　

い
よ
い
よ
、
一
勝
地
小
学
校
の
全

景
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
近
代
的
な

つ
く
り
で
、
室
内
も
明
る
く
、
完
成

が
楽
し
み
で
す
。
で
も
、
現
在
の
校

舎
が
、
四
月
か
ら
壊
さ
れ
ま
す
。
私

も
卒
業
生
と
し
て
悲
し
い
気
持
ち

も
あ
り
ま
す
が
、
今
で
は
“
あ
り
が

と
う
”
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松　

祐
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

氏　

名

保
護
者

地　

区

中
園　

柚ゆ

ず朱

裕　

一
中　

園

長
おさふね

船　文
あやね

音 ちゃん　（５歳１１ヶ月）
父：一　誠さん

母：羊里子さん　　〔茶屋地区〕

【パパから一言】

　今年の春から、渡小学校の１年生になりま
す。たくさん遊び、たくさん学び、色んな事
に一生懸命に頑張ってほしいです。

〜 募 集 し ま す〜
　私が主役コーナーでは、子どもさん（赤ちゃん）の写真
の応募をお待ちしています。対象児は６歳未満児とします。
　また、自分をアピールしたい人もお待ちしています。

【連絡先】役場総務企画課 企画広報係 ☎ 32-1138

　現在、村内において「ひなまつり in くまむら」を開
催しています。
　一勝地駅内の観光案内所には、一勝地曲げで作られ
たお内裏様とお雛様の２体が展示されています。その
ほかにもかわいらしいひな人形やさまざまなひな人形
が展示され、来場者の方々を楽しませています。
　今月２８日には、石の交流館「やまなみ」でひなま
つりコンサート（入場料大人５００円、子ども３００円）
を来月３日には、「くまむらのひなまつり」として、平
成音楽大学の金管アンサンブル（入場無料）が開催さ
れます。ぜひ、お越しください。

「ひなまつり in くまむら」を開催中

ヤギが放牧されています


